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【出願番号】特願2008-289997(P2008-289997)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/405    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/205    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ｘ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体と記録ヘッドとの複数回の相対移動によって前記記録媒体の画素領域に画像を
形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理する画像処理装置であ
って、
　前記多値の画像データを前記複数回の相対移動に対応する複数の分割多値データに分割
した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第１の処理モード、あるいは前
記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、前記量子化データを前記複数
回の相対移動に対応する複数の分割量子化データに分割する第２の処理モードを選択可能
な選択部を備え、
　前記選択部は、前記多値の画像データの内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは
前記２の処理モードを選択することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　記録媒体の画素領域に対する複数の記録ヘッドの相対移動によって前記画素領域に画像
を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理する画像処理装置で
あって、
　前記多値の画像データを前記複数の記録ヘッドに対応する複数の分割多値データに分割
した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第１の処理モード、あるいは前
記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、前記量子化データを前記複数
の記録ヘッドに対応する複数の分割量子化データに分割する第２の処理モードを選択可能
な選択部を備え、
　前記選択部は、前記多値の画像データの内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは
前記２の処理モードを選択することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
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　前記多値の画像データの内容は、前記多値の画像データの属性であり、
　前記選択部は、前記多値の画像データの属性が文字あるいは罫線以外の場合、前記第１
の処理モードを選択し、前記多値の画像データの属性が前記文字あるいは罫線の場合、前
記第２の処理モードを選択することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置
。
【請求項４】
　前記多値の画像データの内容は、前記多値の画像データの階調レベルであり、
　前記選択部は、前記多値の画像データの階調レベルが閾値以下の場合、前記第１の処理
モードを選択し、前記多値の画像データの階調レベルが前記閾値より大きい場合、前記第
２の処理モードを選択することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記多値の画像データの内容は、前記多値の画像データの色であり、
　前記選択部は、前記多値の画像データの色がブラック以外の場合、前記第１の処理モー
ドを選択し、前記多値の画像データの色がブラックの場合、前記第２の処理モードを選択
することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第１の処理モードを実行する第１の画像処理部は、前記多値の画像データを前記複
数の分割多値データに分割するための分割処理を行う第１の分割手段と、前記第１の分割
手段によって分割された前記複数の分割多値データをそれぞれ量子化するための量子化処
理を行う第１の量子化手段とを含み、
　前記第２の処理モードを実行する第２の画像処理部は、前記多値の画像データを量子化
するための量子化処理を行う第２の量子化手段と、前記第２の量子化手段により量子化さ
れた前記量子化データを前記複数の分割量子化データに分割するための分割処理を行う第
２の分割手段とを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の量子化手段は、前記複数回の相対移動のうちの先行する相対移動に対応する
分割多値データに対して行われた量子化処理の結果に基づいて、前記複数回の相対移動の
うちの後続の相対移動に対応する分割多値データに対して量子化処理を行うことを特徴と
する請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第１の量子化手段は、前記先行する相対移動に対応する分割多値データに対して行
われた量子化処理の結果に基づいて、前記後続の相対移動に対応する分割多値データを補
正するための補正データを生成し、当該補正データにより補正された分割多値データに対
して量子化処理を行うことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第１の量子化手段および前記第２の量子化手段の少なくとも一方は、誤差拡散法に
よって量子化処理を行うことを特徴とする請求項６乃至８のいずれかに記載の画像処理装
置。
【請求項１０】
　前記第１の量子化手段および前記第２の量子化手段の少なくとも一方は、ディザマトリ
クス法によって量子化処理を行うことを特徴とする請求項６乃至８のいずれかに記載の画
像処理装置。
【請求項１１】
　記録媒体の画素領域に対する記録ヘッドのＭ回の相対移動によって前記画素領域に画像
を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理するための画像処理
装置であって、
　前記多値の画像データを前記Ｍ回の相対移動に対応するＭ個の多値データに分割した後
、当該Ｍ個の多値データをそれぞれ２値化してＭ個の２値データを生成するための第１の
画像処理部と、
　前記多値の画像データを２値化して２値データを生成した後に、当該２値データを前記
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Ｍ回の相対移動に対応するＭ個の２値データに分割するための第２の画像処理部と、
　前記多値の画像データの内容に応じて、当該多値の画像データを処理するための画像処
理部として、前記第１の画像処理部あるいは前記２の画像処理部を選択可能な選択部と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１２】
　記録媒体の画素領域に対するＭ個の記録ヘッドの相対移動によって前記画素領域に画像
を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理するための画像処理
装置であって、
　前記多値の画像データを前記Ｍ個の記録ヘッドに対応するＭ個の多値データに分割した
後、当該Ｍ個の多値データをそれぞれ２値化してＭ個の２値データを生成するための第１
の画像処理部と、
　前記多値の画像データを２値化して２値データを生成した後に、当該２値データを前記
Ｍ個の記録ヘッドに対応するＭ個の２値データに分割するための第２の画像処理部と、
　前記多値の画像データの内容に応じて、当該多値の画像データを処理するための画像処
理部として、前記第１の画像処理部あるいは前記２の画像処理部を選択可能な選択部と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　記録媒体の画素領域に対する記録ヘッドの相対移動によって前記画素領域に画像を形成
するための画像形成装置であって、
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置によって処理された画像データに基づいて、前記記録ヘッドを駆動す
る駆動手段と、
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項１５】
　記録媒体と記録ヘッドとの複数回の相対移動によって前記記録媒体の画素領域に画像を
形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理する画像処理方法であ
って、
　前記多値の画像データを前記複数回の相対移動に対応する複数の分割多値データに分割
した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第１の処理モード、あるいは、
前記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、前記量子化データを前記複
数回の相対移動に対応する複数の分割量子化データに分割する第２の処理モードを選択す
る選択工程を有し、
　前記選択工程では、前記多値の画像データの内容に応じて、前記第１の処理モードある
いは前記２の処理モードを選択することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１６】
　記録媒体の画素領域に対する複数の記録ヘッドの相対移動によって前記画素領域に画像
を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理する画像処理方法で
あって、
　前記多値の画像データを前記複数の記録ヘッドに対応する複数の分割多値データに分割
した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第１の処理モード、あるいは、
前記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、前記量子化データを前記複
数の記録ヘッドに対応する複数の分割量子化データに分割する第２の処理モードを選択す
る選択工程を有し、
　前記選択部は、前記多値の画像データの内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは
前記２の処理モードを選択することを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記課題を解決するための本発明は、記録媒体と記録ヘッドとの複数回の相対移動によ
って前記記録媒体の画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画
像データを処理する画像処理装置であって、前記多値の画像データを前記複数回の相対移
動に対応する複数の分割多値データに分割した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ
量子化する第１の処理モード、あるいは前記多値の画像データを量子化して量子化データ
を得た後に、前記量子化データを前記複数回の相対移動に対応する複数の分割量子化デー
タに分割する第２の処理モードを選択可能な選択部を備え、前記選択部は、前記多値の画
像データの内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは前記２の処理モードを選択する
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、他の本発明は、記録媒体の画素領域に対する複数の記録ヘッドの相対移動によっ
て前記画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処
理する画像処理装置であって、前記多値の画像データを前記複数の記録ヘッドに対応する
複数の分割多値データに分割した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第
１の処理モード、あるいは前記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、
前記量子化データを前記複数の記録ヘッドに対応する複数の分割量子化データに分割する
第２の処理モードを選択可能な選択部を備え、前記選択部は、前記多値の画像データの内
容に応じて、前記第１の処理モードあるいは前記２の処理モードを選択することを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、他の本発明は、記録媒体の画素領域に対する記録ヘッドのＭ回の相対移動によっ
て前記画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処
理するための画像処理装置であって、前記多値の画像データを前記Ｍ回の相対移動に対応
するＭ個の多値データに分割した後、当該Ｍ個の多値データをそれぞれ２値化してＭ個の
２値データを生成するための第１の画像処理部と、前記多値の画像データを２値化して２
値データを生成した後に、当該２値データを前記Ｍ回の相対移動に対応するＭ個の２値デ
ータに分割するための第２の画像処理部と、前記多値の画像データの内容に応じて、当該
多値の画像データを処理するための画像処理部として、前記第１の画像処理部あるいは前
記２の画像処理部を選択可能な選択部と、を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、他の本発明は、記録媒体の画素領域に対するＭ個の記録ヘッドの相対移動によっ
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て前記画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処
理するための画像処理装置であって、前記多値の画像データを前記Ｍ個の記録ヘッドに対
応するＭ個の多値データに分割した後、当該Ｍ個の多値データをそれぞれ２値化してＭ個
の２値データを生成するための第１の画像処理部と、前記多値の画像データを２値化して
２値データを生成した後に、当該２値データを前記Ｍ個の記録ヘッドに対応するＭ個の２
値データに分割するための第２の画像処理部と、前記多値の画像データの内容に応じて、
当該多値の画像データを処理するための画像処理部として、前記第１の画像処理部あるい
は前記２の画像処理部を選択可能な選択部と、を備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、他の本発明は、記録媒体と記録ヘッドとの複数回の相対移動によって前記記録媒
体の画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処理
する画像処理方法であって、前記多値の画像データを前記複数回の相対移動に対応する複
数の分割多値データに分割した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第１
の処理モード、あるいは、前記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に、
前記量子化データを前記複数回の相対移動に対応する複数の分割量子化データに分割する
第２の処理モードを選択する選択工程を有し、前記選択工程では、前記多値の画像データ
の内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは前記２の処理モードを選択することを特
徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、他の本発明は、記録媒体の画素領域に対する複数の記録ヘッドの相対移動によっ
て前記画素領域に画像を形成するために、前記画素領域に対応する多値の画像データを処
理する画像処理方法であって、前記多値の画像データを前記複数の記録ヘッドに対応する
複数の分割多値データに分割した後、当該複数の分割多値データをそれぞれ量子化する第
１の処理モード、あるいは、前記多値の画像データを量子化して量子化データを得た後に
、前記量子化データを前記複数の記録ヘッドに対応する複数の分割量子化データに分割す
る第２の処理モードを選択する選択工程を有し、前記選択部は、前記多値の画像データの
内容に応じて、前記第１の処理モードあるいは前記２の処理モードを選択することを特徴
とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　更に、他の本発明は、コンピュータを、上記に記載の画像処理装置の各手段として機能
させるためのプログラムであることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２９】
　また、他の本発明は、上記に記載の画像処理装置と、前記画像処理装置によって処理さ
れた画像データに基づいて前記記録ヘッドを駆動する駆動手段と、を備えることを特徴と
する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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